
平成３０年第１回定例会（２月議会）

予算及び付託議案審査関係資料（追加提案）

平成３０年３月８日

総 務 部

【予算関係】

資料１ 平成２９年度２月補正予算（平成３０年３月８日追加提案分）

に関する説明資料

（財 政 課）

【議案関係】

資料２ 「職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例案」について

（議案第１１３号）

（人 事 課）

資料３ 「秋田県県税条例の一部を改正する条例案」について

（議案第１１４号）

（税 務 課）
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資料２(追加議案関係)

「職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例案」について

（議案第１１３号）

平成３０年３月８日

人 事 課

１ 改正理由

一般職の国家公務員に準じ職員の退職手当の支給水準を引き下げる必要がある。

２ 改正内容

⑴ 退職手当の計算に用いる「調整率」を次のとおり改正し、退職手当の支給水準を引

き下げる。（第１条関係）

【現 行】

８７／１００

【改正後】

８３．７／１００

退職手当の額 ＝ 基本額 ＋ 調整額

基本額：退職時の給料月額 × 在職年数別・退職理由別の支給率 × 調整率

調整額：退職前５年間の役職段階に応じた加算

【参考】調整率の引き下げによる退職手当の額の試算

・現 行 調整率 87/100 平均支給額 2,251万円

・改正後 〃 83.7/100（△3.8％） 〃 2,185万円

(減少額 △66万円)

⑵ その他所要の規定の整備を行う。（第２条、第３条関係）

３ 施行期日

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。
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職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
一
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
勤
続
期
間
の
計
算
）

（
勤
続
期
間
の
計
算
）

第
七
条

略

第
七
条

略

２
～
４

略

２
～
４

略

５

第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
は
、
国
家

５

第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
は
、
国
家

公
務
員
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号

公
務
員
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号

）
第
二
条
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
職
員
以
外
の
地
方

）
第
二
条
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
職
員
以
外
の
地
方

公
務
員
（
以
下
「
国
家
公
務
員
等
」
と
総
称
す
る
。
）
が
引
き
続
い
て
職
員

公
務
員
（
以
下
「
国
家
公
務
員
等
」
と
総
称
す
る
。
）
が
引
き
続
い
て
職
員

と
な
つ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
国
家
公
務
員
等
と
し
て
の
引
き
続
い
た

と
な
つ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
国
家
公
務
員
等
と
し
て
の
引
き
続
い
た

在
職
期
間
を
含
む
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
国
家
公

在
職
期
間
を
含
む
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
国
家
公

務
員
等
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
を

務
員
等
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
を

準
用
し
て
計
算
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
そ
の
者
の
国
家
公
務
員
等

準
用
し
て
計
算
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
そ
の
者
の
国
家
公
務
員
等

と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
退
職
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
に
相
当
す
る
給
与
の

、
退
職
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
に
相
当
す
る
給
与
の

支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
給
与
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
在
職
期

支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
給
与
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
在
職
期

間
（
当
該
給
与
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
が
そ
の
者
の
在
職
し

間
（
当
該
給
与
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
が
そ
の
者
の
在
職
し

た
地
方
公
共
団
体
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
規
定
又
は
特
定
地
方
独
立
行
政

た
地
方
公
共
団
体
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
規
定
又
は
特
定
地
方
独
立
行
政

法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条

法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

退
職
手
当
の
支
給
の
基
準
（
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
又
は
第
五
十
一
条
第

退
職
手
当
の
支
給
の
基
準
（
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
又
は
第
五
十
一
条
第

二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
明
確
に
定
め
ら

二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
明
確
に
定
め
ら

れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
の
額
を
退
職
の
日
に
お
け
る
そ

れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
の
額
を
退
職
の
日
に
お
け
る
そ

の
者
の
給
料
月
額
で
除
し
て
得
た
数
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
一
未
満
の

の
者
の
給
料
月
額
で
除
し
て
得
た
数
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
一
未
満
の

端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
。
）
に
相
当
す
る
月
数

端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
。
）
に
相
当
す
る
月
数

）
は
、
そ
の
者
の
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
は
含
ま
な
い
も

）
は
、
そ
の
者
の
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
は
含
ま
な
い
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一

略

一

略

二

他
の
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
地
方
公

二

他
の
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
地
方
公
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共
団
体
等
」
と
い
う
。
）
で
、
退
職
手
当
に
関
す
る
規
定
又
は
退
職
手
当

共
団
体
等
」
と
い
う
。
）
で
、
退
職
手
当
に
関
す
る
規
定
又
は
退
職
手
当

の
支
給
の
基
準
に
お
い
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
地
方
公
共
団

の
支
給
の
基
準
に
お
い
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
地
方
公
共
団

体
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
公
務
員
又
は
一
般
地
方
独
立
行

体
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
公
務
員
又
は
一
般
地
方
独
立
行

政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
八
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
一

政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
八
条
第
三
項

に
規
定
す
る
一

般
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
地
方
公
社
若
し
く
は

般
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
地
方
公
社
若
し
く
は

公
庫
等
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公

公
庫
等
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公

庫
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
」

庫
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
」

と
い
う
。)
に
使
用
さ
れ
る
者(

役
員
及
び
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要

と
い
う
。)

に
使
用
さ
れ
る
者(

役
員
及
び
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
」
と
い
う

し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
」
と
い
う

。
）
が
、
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
又
は
一
般
地
方
独

。
）
が
、
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
又
は
一
般
地
方
独

立
行
政
法
人
等
の
要
請
に
応
じ
、
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
な
い
で
、
引
き

立
行
政
法
人
等
の
要
請
に
応
じ
、
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
な
い
で
、
引
き

続
い
て
当
該
地
方
公
共
団
体
等
の
公
務
員
と
な
つ
た
場
合
に
、
当
該
地
方

続
い
て
当
該
地
方
公
共
団
体
等
の
公
務
員
と
な
つ
た
場
合
に
、
当
該
地
方

公
共
団
体
等
以
外
の
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人

公
共
団
体
等
以
外
の
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人

の
公
務
員
又
は
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
を

の
公
務
員
又
は
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
を

当
該
地
方
公
共
団
体
等
の
公
務
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
す
る
こ
と

当
該
地
方
公
共
団
体
等
の
公
務
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
す
る
こ
と

と
定
め
て
い
る
も
の
の
公
務
員
（
以
下
「
特
定
地
方
公
務
員
」
と
い
う
。

と
定
め
て
い
る
も
の
の
公
務
員
（
以
下
「
特
定
地
方
公
務
員
」
と
い
う
。

）
が
、
任
命
権
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

）
が
、
任
命
権
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

い
て
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
公
社
で
、
退
職
手
当
（
こ
れ
に

い
て
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
公
社
で
、
退
職
手
当
（
こ
れ
に

相
当
す
る
給
与
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
規

相
当
す
る
給
与
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
規

程
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
又
は
他
の
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員

程
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
又
は
他
の
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員

が
、
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
又
は
一
般
地
方
独
立
行

が
、
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
又
は
一
般
地
方
独
立
行

政
法
人
等
の
要
請
に
応
じ
、
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
な
い
で
、
引
き
続
い

政
法
人
等
の
要
請
に
応
じ
、
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
な
い
で
、
引
き
続
い

て
当
該
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
公
社
に
使
用
さ
れ
る
者
と
な

て
当
該
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
公
社
に
使
用
さ
れ
る
者
と
な

つ
た
場
合
に
、
地
方
公
務
員
又
は
他
の
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員

つ
た
場
合
に
、
地
方
公
務
員
又
は
他
の
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員

と
し
て
の
勤
続
期
間
を
当
該
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
公
社
に

と
し
て
の
勤
続
期
間
を
当
該
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
公
社
に

使
用
さ
れ
る
者
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
も

使
用
さ
れ
る
者
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
も

の
に
使
用
さ
れ
る
者
（
役
員
及
び
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

の
に
使
用
さ
れ
る
者
（
役
員
及
び
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

者
を
除
く
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
「
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
職
員
」
又

者
を
除
く
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
「
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
職
員
」
又

は
「
特
定
地
方
公
社
職
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
、
か
つ
、

は
「
特
定
地
方
公
社
職
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
、
か
つ
、

引
き
続
き
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
職
員
又
は
特
定
地
方
公
社
職
員

引
き
続
き
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
職
員
又
は
特
定
地
方
公
社
職
員

と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
再
び
特
定
地
方
公
務
員
と
な
る
た
め
退

と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
再
び
特
定
地
方
公
務
員
と
な
る
た
め
退

職
し
、
か
つ
、
引
き
続
き
職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
と
し
て
在
職
し
た
後

職
し
、
か
つ
、
引
き
続
き
職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
と
し
て
在
職
し
た
後
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更
に
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
先
の
職
員
以
外
の

更
に
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
先
の
職
員
以
外
の

地
方
公
務
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
の
始
期
か
ら
後
の
職
員
以

地
方
公
務
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
の
始
期
か
ら
後
の
職
員
以

外
の
地
方
公
務
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
の
終
期
ま
で
の
期
間

外
の
地
方
公
務
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
の
終
期
ま
で
の
期
間

三
～
七

略

三
～
七

略

６
～
９

略

６
～
９

略

附

則

附

則

１
～

略

１
～

略

24

24

当
分
の
間
、
三
十
五
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
（
昭
和
四
十

当
分
の
間
、
三
十
五
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
（
昭
和
四
十

25

25

八
年
改
正
条
例
第
九
号
附
則
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に

八
年
改
正
条
例
第
九
号
附
則
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に

対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
に

対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
に

よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
三
・
七
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
七

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
の
五
第
一
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
の
五
第
一
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は

、
「
前
条
並
び
に
附
則
第
二
十
五
項
」
と
す
る
。

、
「
前
条
並
び
に
附
則
第
二
十
五
項
」
と
す
る
。

～

略

～

略

26

34

26

34

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
改
正
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

附

則

附

則

１
～
４

略

１
～
４

略

（
長
期
勤
続
者
等
に
対
す
る
退
職
手
当
に
係
る
特
例
）

（
長
期
勤
続
者
等
に
対
す
る
退
職
手
当
に
係
る
特
例
）

５

適
用
日
に
在
職
す
る
職
員
（
適
用
日
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
職
員

５

適
用
日
に
在
職
す
る
職
員
（
適
用
日
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
職
員

の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
四

の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
公
庫
等
職
員
と
し
て
在
職
す
る
者
の
う
ち
、
適
用
日
前

第
一
項
に
規
定
す
る
公
庫
等
職
員
と
し
て
在
職
す
る
者
の
う
ち
、
適
用
日
前

に
職
員
か
ら
引
き
続
い
て
公
庫
等
職
員
と
な
つ
た
者
又
は
適
用
日
に
旧
条
例

に
職
員
か
ら
引
き
続
い
て
公
庫
等
職
員
と
な
つ
た
者
又
は
適
用
日
に
旧
条
例

第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
等
と
し
て
在
職
す
る
者
で
、
公
庫

第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
等
と
し
て
在
職
す
る
者
で
、
公
庫

等
職
員
又
は
国
家
公
務
員
等
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ

等
職
員
又
は
国
家
公
務
員
等
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ

た
も
の
を
含
む
。
次
項
及
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
適

た
も
の
を
含
む
。
次
項
及
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
適

用
日
以
後
に
新
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を

用
日
以
後
に
新
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を
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し
、
か
つ
、
そ
の
勤
続
期
間
が
三
十
五
年
以
下
で
あ
る
者
に
対
す
る
退
職
手

し
、
か
つ
、
そ
の
勤
続
期
間
が
三
十
五
年
以
下
で
あ
る
者
に
対
す
る
退
職
手

当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
新
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
の
規

当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
新
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
の
規

定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
三
・
七
を
乗
じ
て
得
た
額

定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
七

を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。

と
す
る
。

６
～
９

略

６
～
９

略

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
改
正
（
第
三
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

附

則

附

則

１

略

１

略

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

２

職
員
が
新
制
度
適
用
職
員
（
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
こ
の
条
例
の
施

２

職
員
が
新
制
度
適
用
職
員
（
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
こ
の
条
例
の
施

行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
退
職
す
る
こ
と
に
よ
り
こ

行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
退
職
す
る
こ
と
に
よ
り
こ

の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条

の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条

例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る

例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が

施
行
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も

施
行
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も

の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
同
日
に
お
け
る
給

の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
同
日
に
お
け
る
給

料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に

料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
二
ま

関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
二
ま

で
及
び
第
六
条
並
び
に
附
則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十
八
項
ま
で
、
附
則
第

で
及
び
第
六
条
並
び
に
附
則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十
八
項
ま
で
、
附
則
第

九
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

九
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
昭
和
四
十

改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
昭
和
四
十

八
年
改
正
条
例
第
九
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
附

八
年
改
正
条
例
第
九
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
附

則
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

則
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
八
号
。
以
下
「

部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
八
号
。
以
下
「

昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
項
並
び
に

昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
項
並
び
に

附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
八
号
。
以

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
八
号
。
以
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下
「
平
成
十
五
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
項
の
規

下
「
平
成
十
五
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
三
・
七
（
当
該
勤
続
期
間

定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
七

（
当
該
勤
続
期
間

が
二
十
年
以
上
の
者
（
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り

が
二
十
年
以
上
の
者
（
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り

退
職
し
た
者
及
び
当
該
勤
続
期
間
が
三
十
七
年
以
上
の
者
で
通
勤
に
よ
る
傷

退
職
し
た
者
及
び
当
該
勤
続
期
間
が
三
十
七
年
以
上
の
者
で

病
以
外
の
公
務
に
よ
ら
な
い
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
あ

公
務
に
よ
ら
な
い
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
あ

っ
て
は
、
百
四
分
の
八
十
三
・
七
）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
職
員
の
退
職
手

っ
て
は
、
百
四
分
の
八
十
七

）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
職
員
の
退
職
手

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
六
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
及
び
第
六
条
か
ら
第

当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
六
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
及
び
第
六
条
か
ら
第

六
条
の
五
ま
で
並
び
に
附
則
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
、
附
則
第

六
条
の
五
ま
で
並
び
に
附
則
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
、
附
則
第

六
項
及
び
第
七
項
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例
第
九
号
附
則
第
五
項
か
ら
第

六
項
及
び
第
七
項
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例
第
九
号
附
則
第
五
項
か
ら
第

七
項
ま
で
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
附
則
第
八
項
並
び
に
平

七
項
ま
で
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
附
則
第
八
項
並
び
に
平

成
十
五
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退

成
十
五
年
改
正
条
例
第
五
十
八
号
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退

職
手
当
の
額
（
以
下
「
新
条
例
等
退
職
手
当
額
」
と
い
う
。
）
よ
り
も
多
い

職
手
当
の
額
（
以
下
「
新
条
例
等
退
職
手
当
額
」
と
い
う
。
）
よ
り
も
多
い

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
い
額
を
も
っ
て
そ
の
者

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
い
額
を
も
っ
て
そ
の
者

に
支
給
す
べ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。

に
支
給
す
べ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。

３
～

略

３
～

略

15

15
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資料３（追加議案関係）

「秋田県県税条例の一部を改正する条例案」について（議案第１１４号）

平成３０年３月８日

税 務 課

１ 改正理由

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部改正に伴い、ガス供給業に係る事業

税の課税方式の見直し、住宅及び土地の取得に係る不動産取得税の税率の特例措置の

延長、一定の安全のための装置を備える自動車の取得に係る自動車取得税の軽減等を

行う必要がある。

２ 改正内容

（1） 法人事業税

ガス中小事業者が行う製造及び小売に係る事業に対する課税方式を見直すこととす

る。（第４８条関係）

［現 行］収入金額に基づく課税

［改正後］所得等に基づく課税（通常の課税方式）

（2） 不動産取得税

① 次の住宅の敷地に係る不動産取得税を、当該住宅の床面積に応じて、軽減するこ

ととする。（第７３条及び附則第１６条関係）

ア 取得から６月以内に、耐震改修を行い耐震基準を満たすこととなった住宅（取

得した個人が自ら居住するものに限る。）

イ 宅地建物取引業者が取得から２年以内に、住宅性能を向上させる一定の改修を

行ったうえで、個人に販売した住宅（当該個人が自ら居住するものに限る。）

② 次の特例措置の適用期限（現行平成３０年３月３１日）を延長することとする。

（附則第１４条の７及び附則第１５条関係）

ア 住宅及び土地の取得に係る税率を３％（本則４％）とする特例措置

［延長後］平成３３年３月３１日

イ 新築住宅を宅地建物取引業者等が取得したものとみなす日を住宅新築の日から

１年（本則６月）を経過した日に緩和する特例措置

［延長後］平成３２年３月３１日

ウ 新築特例適用住宅の敷地に係る軽減措置の要件について、土地取得から住宅新

築までの期間を３年以内又は４年以内（本則２年以内）に緩和する特例措置

［延長後］平成３２年３月３１日
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（3） 自動車取得税

① 免税点を５０万円（本則１５万円）とする特例措置の適用期限（現行平成３０年

３月３１日）を平成３１年９月３０日まで延長することとする。（附則第１８条の

５関係）

② 先進安全技術に関する装置を備える自動車について取得価額（課税標準）から一

定額を控除する措置について、車線逸脱警報装置等を備える自動車に関して、次の

とおり見直すこととする。（附則第１８条の６関係）

【車線逸脱警報装置】

車線からのはみ出しなどが生じたときに運転者に警告を発する装置

【衝突被害軽減制動制御装置】

追突などの危険が生じたときに、警告を発したり自動ブレーキを作動させる装置

【車両安定性制御装置】

横滑りや転覆を防止するため、自動ブレーキ等を作動させる装置

（4） その他所要の規定の整備を行うこととする。

３ 施行期日等

（1） この条例は、平成３０年４月１日から施行することとする。

（２） この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。

【見直しの内容】

控除額 先進安全技術の装置 適用期間

・衝突被害軽減制動制御装置
・車線逸脱警報装置

平成３ ０年 ４月１日
～

平成３０年１０月３１日

３５０万円
・車両安定性制御装置
・衝突被害軽減制動制御装置
・車線逸脱警報装置

平成３０年１１月１日
～

平成３１年３月３１日

平成３ ０年 ４月１日
～

平成３１年３月３１日

平成３ ０年 ４月１日
～

平成３０年１０月３１日

自動車

・車両総重量５ｔ以下のバス等

・車両総重量８ｔ～２０ｔのトラック

・車両総重量８ｔ～２０ｔのトラック

平成３ ０年 ４月１日
～

平成３１年３月３１日
５２５万円

・車線逸脱警報装置１７５万円

・車両総重量１２ｔ以下のバス等
・車両総重量３．５ｔ～８ｔのトラック
・車両総重量２０ｔ～２２ｔのトラック

・車両総重量８ｔ～２０ｔのトラック

・車両総重量５ｔ～１２ｔのバス等
・車両総重量３．５ｔ～８ｔのトラック 次のうち、いずれか２つ以上

・車両安定性制御装置
・衝突被害軽減制動制御装置
・車線逸脱警報装置
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秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

新

旧

（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等
）

（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等
）

第
四
十
八
条

法
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
は
、
法
人
の
行
う
事
業
に

第
四
十
八
条

法
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
は
、
法
人
の
行
う
事
業
に

対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

に
よ
り

、
そ
の
法
人
に
課
す
る
。

に
よ
つ
て
、
そ
の
法
人
に
課
す
る
。

一

略

一

略

二

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給
業
（
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に

二

電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給
業

規
定
す
る
ガ
ス
供
給
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
保

、
保

険
業
及
び
貿
易
保
険
業

収
入
割
額

険
業
及
び
貿
易
保
険
業

収
入
割
額

２
～
４

略

２
～
４

略

５

外
国
法
人
（
法
第
七
十
二
条
第
五
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
外
国
法
人
を

５

外
国
法
人
（
法
第
七
十
二
条
第
五
号
イ

に
規
定
す
る
外
国
法
人
を

い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
の
施
行
地
に
主
た
る
事
務

い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
法
の
施
行
地
に
主
た
る
事
務

所
若
し
く
は
事
業
所
を
有
し
な
い
個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
こ
の
節
の
規

所
若
し
く
は
事
業
所
を
有
し
な
い
個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
こ
の
節
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
恒
久
的
施
設
を
も
つ
て
そ
の
事
務
所
又
は
事
業
所

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
恒
久
的
施
設
を
も
つ
て
そ
の
事
務
所
又
は
事
業
所

と
す
る
。

と
す
る
。

（
住
宅
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
）

（
住
宅
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
）

第
七
十
三
条

総
合
県
税
事
務
所
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

第
七
十
三
条

総
合
県
税
事
務
所
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
に
は

、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に

つ
い
て
は
、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得

つ
い
て
は
、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で

表
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
土
地
の
上
に
新
築
し
た
住
宅
（
令
第

表
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
土
地
の
上
に
新
築
し
た
住
宅
（
令
第

三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び

に
お
い
て
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
い
う
。
）
一
戸

（
共
同
住

次
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
い
う
。
）
一
戸
に
つ
い
て
（
共
同
住

宅
等
に
あ
つ
て
は
、
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
居
住
の

宅
等
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
居
住
の

用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
）
に
つ
い
て
そ
の
床

用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
に
つ
い
て
）
そ
の
床

面
積
の
二
倍
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値
が
二
百

面
積
の
二
倍
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値
が
二
百
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を
超
え
る
場
合
に
は

、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百

を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て

得
た
額
を
減
額
す
る
。

得
た
額
を
減
額
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

三

新
築
さ
れ
た
特
例
適
用
住
宅
で
ま
だ
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と

三

新
築
さ
れ
た
特
例
適
用
住
宅
で
ま
だ
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
も
の
及
び
当
該
特
例
適
用
住
宅
の
用
に
供
す
る
土
地
を
当
該
特
例

の
な
い
も
の
及
び
当
該
特
例
適
用
住
宅
に
係
る

土
地
を
当
該
特
例

適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
取
得
し
た
場
合

適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
取
得
し
た
場
合

２

総
合
県
税
事
務
所
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は

２

総
合
県
税
事
務
所
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お

、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は

い
て
は
、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は

、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税

、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数

値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等

値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等

（
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
及
び
新
築
さ
れ
た
特
例
適
用
住
宅
で
ま
だ
人
の

（
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
及
び
新
築
さ
れ
た
特
例
適
用
住
宅
で
ま
だ
人
の

居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
う
ち
当
該
特
例
適
用
住
宅
に
係

居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
う
ち
当
該
特
例
適
用
住
宅
に
係

る
土
地
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う

る
土
地
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う

。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
戸
に
つ
い
て
そ
の
床
面
積
の
二
倍
の

。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
戸
に
つ
い
て
そ
の
床
面
積
の
二
倍
の

面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値
が
二
百
を
超
え
る
場
合

面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値
が
二
百
を
超
え
る
場
合

に
は

、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百
五
十
万
円
を
超

に
お
い
て
は
、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百
五
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額

え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額

す
る
。

す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

３

総
合
県
税
事
務
所
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は

、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該

税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
で
除

し
て
得
た
額
に
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
（
法
第

七
十
三
条
の
二
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
い

う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
戸
に
つ
い
て
そ
の
床
面
積
の
二
倍

の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値
が
二
百
を
超
え
る
場

合
に
は
、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百
五
十
万
円
を
超
え
る
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と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る

。一

土
地
を
取
得
し
た
者
が
当
該
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
当

該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
（
当

該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

二

土
地
を
取
得
し
た
者
が
当
該
土
地
を
取
得
し
た
日
前
一
年
の
期
間
内
に

当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
て
い
た
場

合
（
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

４

土
地
を
取
得
し
た
者
が
当
該
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
当
該

３

土
地
を
取
得
し
た
者
が
当
該
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
当
該

土
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は

、
前
後
の
取
得
に
係

土
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
前
後
の
取
得
に
係

る
土
地
の
取
得
を
も
つ
て
一
の
土
地
の
取
得
と
、
最
初
に
土
地
を
取
得
し
た

る
土
地
の
取
得
を
も
つ
て
一
の
土
地
の
取
得
と
、
最
初
に
土
地
を
取
得
し
た

日
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
土
地
を
取
得
し
た
日
と
み
な
し
て
、
前
三
項
の
規
定

日
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
土
地
を
取
得
し
た
日
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定

を
適
用
す
る
。

を
適
用
す
る
。

５

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す

４

第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
は
、
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す

る
不
動
産
取
得
税
に
つ
き
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
猶
予
が
な
さ

る
不
動
産
取
得
税
に
つ
き
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
猶
予
が
な
さ

れ
た
場
合
そ
の
他
令
第
三
十
九
条
の
三
の
二
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当

れ
た
場
合
そ
の
他
令
第
三
十
九
条
の
三
の
二
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当

該
土
地
の
取
得
者
か
ら
、
当
該
土
地
の
取
得
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用

該
土
地
の
取
得
者
か
ら
、
当
該
土
地
の
取
得
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用

が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
総
合
県
税
事
務
所
長
に
な
さ
れ
た
場
合
に
限
り
適

が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
総
合
県
税
事
務
所
長
に
な
さ
れ
た
場
合
に
限
り
適

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
土
地
が
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
土
地
が
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら

一
年
以
内
に
取
得
し
た
そ
の
土
地
に
隣
接
す
る
土
地
で
あ
る
と
き
は

一
年
以
内
に
取
得
し
た
そ
の
土
地
に
隣
接
す
る
土
地
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
最
初
の
取
得
に
係
る
土
地
の
取
得
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が

は
、
最
初
の
取
得
に
係
る
土
地
の
取
得
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
総
合
県
税
事
務
所
長
に
な
さ
れ
て
い
た
と
き
に
限
り

あ
る
べ
き
旨
の
申
告
が
総
合
県
税
事
務
所
長
に
な
さ
れ
て
い
た
と
き
に
限
り

、
適
用
す
る
。

適
用
す
る
。

６

前
項
の
申
告
は
、
第
七
十
条
第
一
項
の
申
告
書
に
当
該
土
地
の
取
得
に
つ

５

前
項
の
申
告
は
、
第
七
十
条
第
一
項
の
申
告
書
に
当
該
土
地
の
取
得
に
つ

き
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
を
付
記
し

き
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
を
付
記
し

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を

者
は
、
当
該
申
告
書
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
告
書
に
、
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
住
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宅
が
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
に
該
当
す
る

書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

当
該
土
地
の
上
に
あ

る
住
宅
が
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
に
該

当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
第
六
十
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

二

第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

耐
震
基
準
不
適
合
既

存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
七
十
条
第
一
項
の
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に

６

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
七
十
条
第
一
項
の
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
申
告
書
が
市
町
村
長
に
提
出
さ
れ
た
日
に
第
五
項
の
申
告
が
な
さ

は
、
当
該
申
告
書
が
市
町
村
長
に
提
出
さ
れ
た
日
に
第
四
項
の
申
告
が
な
さ

れ
た
も
の
と
み
な
す
。

れ
た
も
の
と
み
な
す
。

８

第
四
項
及
び
第
五
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

特
例
適
用
住
宅

７

第
三
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
特
例
適
用
住
宅

に
法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

に
法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の

第

一
項
の
規
定
の
適
用
そ
の
他
の
同
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関

一
項
の
規
定
の
適
用
そ
の
他
同
項
及
び
第
二
項

の
適
用
に
関

し
て
は
、
令
第
三
十
九
条
の
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

し
て
は
、
令
第
三
十
九
条
の
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附

則

附

則

（
不
動
産
取
得
税
の
新
築
家
屋
の
取
得
の
日
等
に
係
る
特
例
）

（
不
動
産
取
得
税
の
新
築
家
屋
の
取
得
の
日
等
に
係
る
特
例
）

第
十
四
条
の
七

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
又
は

第
十
四
条
の
七

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
又
は

家
屋
を
新
築
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
で
令
附
則
第
六
条
の
十
七

家
屋
を
新
築
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
で
令
附
則
第
六
条
の
十
七

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
が
売
り
渡
す
新
築
の
住
宅
に
係
る
第
六
十
三
条
第

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
が
売
り
渡
す
新
築
の
住
宅
に
係
る
第
六
十
三
条
第

二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
住
宅
の
新
築
が
平
成
十

二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
住
宅
の
新
築
が
平
成
十

年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と

年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と

き
に
限
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
」
と
す
る

き
に
限
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
」
と
す
る

。

。

２

土
地
が
取
得
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
土
地
の
上
に
第
七
十
三
条
第
一
項
に
規

２

土
地
が
取
得
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
土
地
の
上
に
第
七
十
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
特
例
適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
項

及
び
第

定
す
る
特
例
適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
第
一
号
及
び
第

七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の
取
得
が
平
成

七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の
取
得
が
平
成
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十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ

十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
行
わ
れ

た
と
き
に
限
り
、
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「

た
と
き
に
限
り
、
同
号

中
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「

三
年
（
同
日

か
ら
三
年
以
内
に
特
例
適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
る

三
年
（
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
特
例
適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
と
し
て
令
附
則
第
六
条
の
十
七
第
二
項
に
規
定
す

こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
と
し
て
令
附
則
第
六
条
の
十
七
第
二
項
に
規
定
す

る
場
合
に
は
、
四
年
）
」
と
、
第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
二
年
以
内
、
同
条

る
場
合
に
は
、
四
年
）
」
と
、
同
項

中
「
二
年
以
内
、
同
条

第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
（

第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
（
当
該
取
得
の
日
か
ら
三
年
以
内
に

同
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
住
宅
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

令
附
則
第
六
条
の
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
四
年
）
以

と
し
て
令
附
則
第
六
条
の
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
四
年
）
以

内
、
前
条
第
二
項
第
一
号
」
と
す
る
。

内
、
前
条
第
二
項
第
一
号
」
と
す
る
。

（
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
率
の
特
例
）

（
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
率
の
特
例
）

第
十
五
条

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

第
十
五
条

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

の
間
に
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
不
動
産
取
得
税

の
間
に
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
不
動
産
取
得
税

の
税
率
は
、
第
六
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
分
の
三
と
す
る
。

の
税
率
は
、
第
六
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
分
の
三
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
が
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第

２

前
項
に
規
定
す
る
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
が
第
七
十
三
条
第
一
項
若
し
く

三
項
ま
で
、
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
七

は
第
二
項
、
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
七

十
九
条
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
該

十
九
条
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項

の
規
定
に
該

当
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

当
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
税
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
税
額
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
税
率
」

定
中
「
税
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
税
額
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
税
率
」

と
す
る
。

と
す
る
。

（
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
）

（
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
）

第
十
六
条

略

第
十
六
条

略

２

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

２

第
七
十
四
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
の
取
得
に

の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
の
取
得
に

対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び

対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び

に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項

第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
一
項
」
と
、
「
同

条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
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取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第

一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か

ら
一
年
六
月
以
内
、
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（

当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に

限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の

は
「
同
項
に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お

い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
三
年
以
内
」
と
、
「
土
地
に

」
と
あ
る
の
は
「
施
設
に
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六

条
第
一
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、

第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
一
項

」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」
と
あ
る
の
は
「
施
設
」
と
、
「
第

七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「

附
則
第
十
六
条
第
一
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み

替
え
る
。

。

３

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十

３

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十

六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部

が
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第

が
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第

七
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
も
の
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
を
平
成
三
十

七
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
も
の
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
を
平
成
三
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
し
た
場
合
に
お
け
る
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
し
た
場
合
に
お
け
る
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
つ
い
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
つ
い
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い

て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き

て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き

に
限
り
」
と
、
「
住
宅
（
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住

に
限
り
」
と
、
「
住
宅
（
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住

宅
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
い
う

宅
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
い
う

。
）
一
戸

（
共
同
住
宅
等
に
あ
つ
て
は
、
令
第
三
十
九
条
の
二
の

。
）
一
戸
に
つ
い
て
（
共
同
住
宅
等
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項

四
第
二
項
に
規
定
す
る
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た

に
規
定
す
る
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た

一
の
部
分

」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関

一
の
部
分
に
つ
い
て
）
」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受

す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
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け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で

け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で

あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供

あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供

さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第
七
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
も
の
（

さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第
七
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
も
の
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
と

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
と

い
う
。
）
の
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分

い
う
。
）
の
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分

で
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
も
の

」
と
、
同
項
各
号
中
「
特
例

で
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
」
と
、
同
項
各
号
中
「
特
例

適
用
住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

適
用
住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

と
す
る
。

と
す
る
。

４

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第

４

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
宅
地
建

三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
宅
地
建

物
取
引
業
者
」
と
い
う
。
）
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
（
法
附
則
第
十
一
条
の

物
取
引
業
者
」
と
い
う
。
）
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
（
法
附
則
第
十
一
条
の

四
第
四
項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

四
第
四
項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、

て
同
じ
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工

事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
住
宅
性
能
向
上
改
修
工
事
（
同
項
に
規
定
す
る
住
宅

事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
安
全
性
、
耐
久
性
、
快
適
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

性
能
向
上
改
修
工
事
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
効
率
性
そ
の
他
の
品
質
又
は
性
能
の
向
上
に
資
す
る
改
修
工
事
で
令
附
則

を
行
つ
た
後
、
住
宅
性
能
向
上
改
修

第
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
行
つ
た
後
、
住
宅
性
能
向
上
改
修

住
宅
（
同
項

に
規
定
す
る
住
宅
性
能
向
上
改
修
住

住
宅
（
法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
向
上
改
修
住

宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
個
人
に
対
し
譲
渡
し
、
当

宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
個
人
に
対
し
譲
渡
し
、
当

該
個
人
が
当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た

該
個
人
が
当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た

と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取

と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取

得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十

得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
税
額
か
ら

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
税
額
か
ら

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法

第
七
十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た

第
七
十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た

額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。

額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。

５

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

５

第
七
十
四
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得

税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係

税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係
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る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四

る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四

条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ

条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号

」
と
あ

る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の

る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、

適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、

同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当

同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当

該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け

該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内

る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
、
同
項
第

二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震

基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該

土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
改
修

」
と
あ
る
の
は
「
当
該

工
事
対
象
住
宅
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
改
修

工
事
対
象
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
」
と
、
「
土
地

取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
」
と

に
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の

、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条

は
「
同
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条

第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二

項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項
中
「

」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」
と
あ
る
の
は
「
改

十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一

修
工
事
対
象
住
宅
」
と
、
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号

号
又
は
第
二
項
第
一
号

又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」

」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」

と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と

と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

読
み
替
え
る
。

第
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
。

６

宅
地
建
物
取
引
業
者
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地

（
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地

を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
住

宅
性
能
向
上
改
修
工
事
を
行
つ
た
後
、
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
（
法

附
則
第
十
一
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
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い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
を
個

人
に
対
し
譲
渡
し
、
当
該
個
人
が
当
該
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ

の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当

該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ

い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と

き
に
限
り
、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地

に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積

の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
改
修
工
事
対
象

住
宅
用
地
の
上
に
あ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
一
戸
（
共
同
住
宅
等
に
あ
つ
て

は
、
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
）
に
つ

い
て
そ
の
床
面
積
の
二
倍
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該

数
値
が
二
百
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額

が
百
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗

じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。

７

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産

取
得
税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税

に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七

十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以

内
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て

は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
、
同

項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る

耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は

当
該
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る

改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い
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て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内

」
と
、
「
土
地
に
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
に
」
と
、
「

こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一

項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土

地
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
、
「
第
七
十
三
条
第
一

項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条

第
六
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
。

８

第
二
項
、
第
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七

十
四
条
第
一
項
の
申
告
を
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

並
び
に
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
不
動
産
の

取
得
年
月
日
を
記
載
し
た
申
告
書
に
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類
を
添
付
し
て
第
七
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
不
動
産
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す
る
時
に
、
併
せ
て
こ

れ
を
総
合
県
税
事
務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

第
二
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

七
十
六
条
第
一
項
の
申
請
を
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号

に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
つ
た
年
月
日
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
合
県
税
事
務
所
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
動
車
取
得
税
の
免
税
点
の
特
例
等
）

（
自
動
車
取
得
税
の
免
税
点
の
特
例
等
）

第
十
八
条
の
五

自
動
車
の
取
得
が
平
成
三
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
行
わ

第
十
八
条
の
五

自
動
車
の
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ

れ
た
場
合
に
お
け
る
第
百
九
条
及
び
第
百
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

れ
た
場
合
に
お
け
る
第
百
九
条
及
び
第
百
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
十
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
十
万
円
」
と
す

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
十
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
十
万
円
」
と
す

る
。

る
。

（
自
動
車
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
自
動
車
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
十
八
条
の
六

略

第
十
八
条
の
六

略

２
～
８

略

２
～
８

略
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９

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
横

９

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
横

滑
り
及
び
転
覆
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の

滑
り
及
び
転
覆
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の

項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
」
と
い
う
。
）

項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
」
と
い
う
。
）

、
衝
突

に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項

並
び
に
衝
突
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項

か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と
い
う

か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と
い
う

。
）
又
は
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置

。
）

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ

か
二
以
上
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
七
項
に

を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
七
項
に

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得

に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成

に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
第
四
号
に

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
第
三
号
に

掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
行

掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
行

わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
七
条
第
一
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
七
条
第
一
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
取
得
価
額
か
ら
五
百
二
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

「
取
得
価
額
か
ら
五
百
二
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
車

重
量
を
い
う
。
次
項
及
び
第
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
八
ト
ン
を
超
え

両
安
定
性
制
御
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
備
え
る
も
の
（

二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
三
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項

た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
項
第
一
号

第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
を
い

に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か

う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に

ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
第

よ
り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め

二
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
四
月
一

ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
（
法
附
則
第
十
二

日
か
ら
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百

条
の
二
の
四
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に

七
条
第
一
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
三
百
五
十

係
る
保
安
基
準
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
道
路
運
送
車
両
法

万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
（
同

号
に
規
定
す
る
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安
基
準
を
い
う
。
第
十
三
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
両
安
定
性

制
御
装
置
、
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
及
び
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
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え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登

録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る

の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

車
両
総
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ

て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
九
月
一

日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装

置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以

降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御

装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
両
安
定

性
制
御
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行

規
則
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の

の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得

が
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「

取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て

得
た
額
」
と
す
る
。

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
二
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
一
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、

車
両
安
定
性
制
御
装
置
又
は
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
の
い
ず
れ
か
を

車
両
安
定
性
制
御
装
置
又
は
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
の
い
ず
れ
か
を

備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則

に
規
定
す
る

備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る

も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第

も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第

百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年

百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年

三
月
三
十
一
日
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る

三
月
三
十
一
日
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る

ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
行
わ
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
行
わ
れ
た

と
き
に
限
り
、
第
百
七
条
第
一
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得

と
き
に
限
り
、
第
百
七
条
第
一
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得

価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

バ
ス
等
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
バ
ス

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総

等
を
い
う
。
）
及
び
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下

重
量
を
い
う
。
）
が
十
二
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
等
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二

の
ト
ラ
ッ
ク

で
あ
つ
て
、
道
路
運

の
四
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
バ
ス
等
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
道
路
運

送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適

送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
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用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
逸
脱
警
報
装
置
に
係
る
保
安

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全

基
準

性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報

装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上

の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
五
項
に
規
定
す
る

に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
え
る
も
の
（
法

も
の
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
え
る
も
の
（
同

施
行
規
則
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る

条
第
十
六
項

に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受

も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該

け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二

当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）
ま

ま

で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取

で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取

得
価
額
か
ら
百
七
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

得
価
額
か
ら
百
七
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

前
各
項
の
規
定
は
、
第
百
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ

前
各
項
の
規
定
は
、
第
百
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ

り
提
出
さ
れ
る
申
告
書
又
は
修
正
申
告
書
に
、
当
該
自
動
車
の
取
得
に
つ
き

り
提
出
さ
れ
る
申
告
書
又
は
修
正
申
告
書
に
、
当
該
自
動
車
の
取
得
に
つ
き

前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
そ
の
他
の
法
施
行
規
則

前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
そ
の
他
の
法
施
行
規
則
附
則

に
規
定
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
限
り

第
四
条
の
六
の
二
第
十
七
項
に
規
定
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
限
り

、
適
用
す
る
。

、
適
用
す
る
。


